


























　　　This paper examines the change in the image of Hello Kitty, a white kitten cartoon 
character developed by Sanrio Co., Ltd., using as source material the house organ Ichigo Shimbun 
launched by Sanrio in April 1975. Hello Kitty first appeared in 1975 as a design used on a clear 
plastic wallet for children. Today, 34 years since its debut, the popularity of Hello Kitty has 
spread from young people through middle-aged and older people as well, and the character has 
spread around the world as a symbol of Japanese popular culture. In addition to proving an 
introduction to the changes that have taken place in Hello Kitty's image from the character's birth 
through today, this paper examines, from the standpoint of its creators and marketers, how Hello 
Kitty has grown to be such a popular character.
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　〈ハローキティ〉がデビューした翌月の 1975（昭和 50）年 4 月，『いちご新聞』が創刊した。“ソーシャル・
コミュニケーション”を経営理念（05）に掲げるサンリオは，かねてより商品のユーザーである子どもた
ちと会社を結ぶ方法を探っていた。その媒体として選ばれたのが，新聞のかたちをとる機関紙である。










































－ 104 －関西国際大学研究紀要　第 10 号 － 105 －
『いちご新聞』にみる〈ハローキティ〉像の変遷
図１　キティちゃんが生まれた記念すべきラフスケッチ























































出所：『いちご新聞』71 号，1978 年 2 月 15 日，10 頁


























づかいと大人っぽいデザインで，ハイティーンから 20 ～ 30 代の女性にも大人気のシリーズになった。
翌 86（昭和 61）年に登場した「ビビッドシリーズ」は，顔だけを描いたロゴマーク風の斬新なデザイ




































バルー ンシリー ズ キティとミミィが赤・青・緑・黄色の風船を手にしているデザイン。






























事が少なくない。たとえば，200 号（1984 年 9 月 5 日発行）では，「世界にはばたけ，いちご新聞」と
いう見出しで，英字版のいちご新聞（Hello Kitty Gazette）が紹介された（31）。
　1980 年代には「アメリカ特集」もしばしば企画された。212 号（1985 年 9 月 5 日発行）では，サン
フランシスコ“ユニオン スクエア”のギフトゲート（直営店）やサンリオ・インク社内ののようすが
写真入りで報じられ，アメリカ限定商品も掲載された。246 号（1988 年 7 月 5 日発行）においては，
ロサンゼルス・ビバリーヒルズにあるギフトゲートやアメリカのいちごメイトのための新聞“A LA 
MODE”や，アメリカで開発されたサンリオ・キャラクターについても紹介されている。1987 年，全






　創刊 20 周年を迎えた 1995（平成６）年，『いちご新聞』328 号（1995 年７月 5 日発行）において，
20 ～ 30 代の親世代のためのコーナーを立ち上げた。「最近，いちごメイトにも負けないぐらいの，熱
～い Letter をいちご新聞に届けてくれるママメイトが増えている」ことがきっかけだという。このコー
ナーのタイトルは「ストロベリー・ママ」と決定（331 号，1995 年 9 月 5 日発行），353 号（1997 年７
月 5 日発行）まで２年以上にわたりママメイトたちのコミュニケーションの場となった。同欄に寄せら




























































た。Vivitix は 1996（平成８）年，東京・渋谷に 1 号店がオープンされたのち店舗数を増やし，1998 年
初めには 40 を数えるほどになっていた (42)。
　さらには，ヤングアダルト男性をターゲットとした〈ハローキティ〉グッズも登場する。『いちご新
聞』377 号（1999 年 5 月 5 日発行）は，「BOY'S VERSION KITTY GOODS ゾクゾクデビュー」とい
う見出しで，〈ハローキティ〉初のメンズシリーズ“KITTY HOMME”デビューを報じた。374 号（1999










































－ 112 －関西国際大学研究紀要　第 10 号 － 113 －
『いちご新聞』にみる〈ハローキティ〉像の変遷
５．２　ビッグ・キャラクターへの道
　『いちご新聞』487 号（2008 年 8 月 10 日発行）は，2008 年度の「輝け！ サンリオキャラクター大賞」
で，〈ハローキティ〉が 11 年連続のグランプリを達成したことを報じた。この賞は『いちご新聞』読者
によるサンリオ・キャラクターの人気投票で，1986（昭和 61）年にスタートした。過去 23 回をのラン
キングをみると，〈ハローキティ〉は 1998（平成 10）年にトップの座につく前も，すべての年において
ベストテン入りを果たしている (51)。毎年，新しいキャラクターが登場しては消えていくなか，20 年以
上にわたり人気を保ち続ける < ハローキティ > は，数あるサンリオ・キャラクターの中でも特別な存在。
まさにビッグ・キャラクターといえよう。


























－ 112 － － 113 － 関西国際大学研究紀要　第 10 号
『いちご新聞』にみる〈ハローキティ〉像の変遷
住む女の子＝パティと男の子＝ジミーである。竹村真奈 編著『Sanrio Days』ピ ・ーエヌ・エヌ新社，





ンリオ物語：こうして一つの企業は生まれた』サンリオ，1990 年，上前淳一郎  『サンリオの奇跡：
世界制覇を夢見る男達』PHP，1979 年を参照のこと。
(06） 『いちご新聞』は創刊から 170 号までは月２回の発行だったが，171 号以降は月１回の発行（月刊）
となった。新聞の代金は 124 号より１部 150 円，324 号より 180 円，435 号より 189 円（税込），
447 号より 210 円（税込）となり現在に至る。紙面は現在 40 頁となっている。なお，創刊の前月，









(09)  キティちゃんが初めて『いちご新聞』に登場したのは 2 号（1975 年 4 月 15 日発行）で，記事の背
景に描かれた「すかし絵」であった。







ちご新聞』100 号，1979 年 5 月 15 日。
(11） 『いちご新聞』333 号（1995 年 10 月 5 日発行）紙上の「キティ大好き 100 問クイズ」によれば，キティ
が表紙に登場したのは 58 回という。











西沢正史，前掲書，43 ～ 47 頁。
(14)「キャラクター物語―キティの巻―その１」『いちご新聞』No.70，1978 年 2 月１日。
(15) 同上。
(16) キティに「口がない」ことについては，『いちご新聞』においてもしばしば取り上げられている。





(17)「キャラクター物語―キティの巻―その１」『いちご新聞』70 号，1978 年 2 月１日。
(18)「キャラクター物語―キティの巻―その２」『いちご新聞』71 号，1978 年 2 月 15 日。
(19) 『リリカ』は 1976 年 11 月に創刊した月刊のコミック誌である。一般に右開きで縦読みだったのに
対し，左開きで吹き出しが横書き，しかもオールカラーという，それまでにない形をとっており，
手塚治虫をはじめ，石森正太郎，大島弓子など人気作家のメッセージ性の高い作品が掲載された。
1979 年 3 月号（29 号）で休刊となった。
(20)「キャラクター物語―キティの巻―その２」『いちご新聞』71 号，1978 年 2 月 15 日。
(21) 同上。
(22) 1979 年になると，キティはより行動的になり，『いちご新聞』100 号（1979 年 5 月 15 日発行）では，
飛んで跳ねて，回っているキティが描かれている。横顔，うつむく顔，後ろ姿など，商品化されたキャ
ラクターグッズでは見られないキティの姿は，驚きと新たな魅力を持って読者に受けとめられた。
(23) 1974 年に 50 億円寸前まで届いたサンリオの売り上げは，翌年にはほとんど倍増に近づき，1976 年
には一気に 195 億円，1977 年に 330 億円とい，すさまじい勢いで膨らんでいった。その売り上げの




(25) 上原雅人・山岸都芳・大西香織・上原玲子 編，前掲書，200 頁。









情報「春のいちご宣言：キャラクターおしゃれしちゃいます！！」『いちご新聞』242 号，1988 年 3 月 5 日。
(29) 『いちご新聞』194 号（1984 年 3 月 5 日発行）には，「キティちゃんファンクラブ」スタッフの募集記事
       が掲載されている。
(30)『いちご新聞』189 号，1983 年 10 月 5 日。
(31) 同紙はアメリカ・東南アジア・ヨーロッパに住むいちごメイトを対象にした英字新聞で，年４回の
発行であった。“Hello Kitty Gazette”について大勢の読者　からの問い合わせがあったため，編
集局では『いちご新聞』203 号（1984 年 12 月 5 日発行）紙上で再度紹介するとともに，12 月号の“Hello 
Kitty Gazette”を一部 150 円で頒布すると報じている。
(32)『いちご新聞』328 号，1995 年 5 月 5 日。
(33) 同上。
(34)『いちご新聞』329 号，1995 年 5 月 5 日。
(35) 同上。
(36)『いちご新聞』334 号，1995 年 12 月 5 日。
(37) 『いちご新聞』333 号，1995 年 10 月 5 日。同号では「Hello Kitty Birthday 特集」では，「キティファ
　ンあつまれ～」という企画において，ファン歴 21 年の主婦が紹介されている。
(38) リボンの代わりに花をつけたキティは，1995 年のサマーコレクションで「クレヨンタッチシリーズ」
　として紹介されている。『いちご新聞』325 号，1995 年 2 月 5 日。
(39)  特集には，キティファンの高校生・ＯＬに LOVE2 度を写真つきでアピールしてもらったり，カバ
ンや机の中のキティグッズや，キティを取り入れたファッションしてもらうなどの企画のほか，大
　人気のキルトシリーズのニューアイテムも紹介されている。
(40)『いちご新聞』354 号，1997 年 7 月 5 日。
(41)  1997 年には，「パールシリーズ」のほかに「フラワーシリーズ」「カオＣＧシリーズ」「マーメイド

















(46)  アジア諸国でのキティブームの最も有名な発火点は，1999 年夏のマクドナルドのジョイン ト・キャ
ンペーンである。タイアップの内容は，期間中にマクドナルドを利用すると限定のキティのぬいぐ
るみが買えるというものだった。このキャンペーンは大当たりで，香港では３千人の行列ができ，
５週間で 450 万体のぬいぐるみが売れた。“マックキティ”は台湾・シンガポールでも登場し，発 
売と同時に即完売という驚異的な人気ぶり。シンガポールでは嬉しさのあまり失神する人が続出し
たという。日本では第一弾が 2000 年に発売となった。
(47) たとえば，『いちご新聞』390 号（2000 年 7 月 10 日発行）では，「Asian キティショッピングツアー」
　という見出しで，香港・台湾・韓国のキティグッズを紹介している。同号では，民族衣装を着た「コ
　リアンキティ＆ダニエル DOLL」プレゼントの記事も掲載している。
(48)『いちご新聞』408 号，2002 年 1 月 10 日。
(49)『いちご新聞』429 号，2002 年 10 月 10 日。
(50)『いちご新聞』404 号，2001 年 9 月 10 日。
(51) コラボキティは細かいものまで含めると，枚挙にいとまいがない。2006 年 12 月に公刊された『限
　定キティパーティブック』（限定キティ保護者会編，講談社）にはコラボキティの紹介もある。
(51)  『いちご新聞』223 号，1986 年 8 月 5 日。同 235 号，1987 年 8 月 5 日。同 247 号，1988 年 8 月号。
同 259 号，1989 年 8 月 5 日。同 271 号，1990 年 8 月 5 日。同 271 号，1991 年 8 月 5 日。同 283 号，
1992 年 8 月 5 日。同 295 号，1993 年 8 月 5 日。同 307 号，1994 年 8 月 5 日。同 319 号，1995 年 8
月 5 日。同 343 号，1996 年 8 月 5 日。同 355 号，1997 年 8 月 5 日。なお，〈ハローキティ〉以外の
キャラクターで連続グランプリを獲得したのは，５年連続の〈ポチャッコ〉と２年連続の〈みんな
のたあ坊〉の 2 つにすぎない。
(52) サンリオの商品企画部次長，広瀬昌代（当時）によれば，セックス，ドラッグ，タバコ，ハードリカー，
暴力を推奨するような商品以外は何でも作ってよいことになっている。ケン・ベルン，ブライアン・
ブレムナー著，酒井泰介訳，前掲書，115 頁。
